
「広告』を鯛い醐らす
1950年代の『痩苑』における臆面構成と『広告Jの関係に焦点在当てて
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要冒

既存の雑誌研究では70年の『閉館吐など「新興女性誌」の創刊を商期として、女性雑誌に大きな変化がお

きたとされ、消費社会の進展およびそれに伴う広告の増加がその要闘であると説明されていた。雑誌広告研究に

おいては日)年代後半の週刊誌ブームを雑誌広告が盛況となるきっかけと位置付けてきたが、その要因として挙

げられていたのは消費社会の進展など、雑誌研究が70年代の変化とするものと重なっていた。この奇妙争時期

のズレと挙げられる要因の一致に対して、本稿では、消費社会化という外部要因ではなく、 1弘司}年代の『装苑』

でなされていた広舎に関する読者と編集部と広舎主とのやり取りを素材として、同誌の誌面構成の変化と関連付

けながら以下のことを明らかにした。まず、 50年代前半には広告が読者からジャマな存在として見なされてお

り、そのような反応に対する対応として広告主とのタイアップや印刷製本上の制約を利用した工夫がなきれてい

た。そして、回年代議半には誌面の特徴に広告をあわせることで広告市鳴りやすい誌面構成が模索され、「新興

女性誌」に連続していくレイアウトが誌面上に授場したロ

@キーワード田広告 (a申 制isement)/障面構成 (p昭e同即時 /7ァッション写真 (1;田 hionphO'拘)

しはじめに

これまでの雑誌研究では.1970年の fan.車リ(平凡

出版)創刊に象徴される新たなタイプの雑誌の登場は，

日本の女性雑誌の歴史において大きな画期をなすものと

位置付けられてきた。「四大雑誌」を中心とする「実用

派雑誌J1)から「新興女性誌J2)へとも.rr主婦』の時

代」が終わり「広告の時代J3)へとも，説明することが

できるだろうが，いずれにせよ， 70年代前半を壌に大

きな変化が起きたという認識は共有されている。「新興

女俳誌」の中でも井上が「ファッション系女枠雑誌」と

呼ぶものは， rナンセンAタイトJレJ，r大判のピジュア

Jレな雑誌J，r芸能・セックス・皇室に一切言及しない」

という特徴をもち，前述の fan. anJもこれに含まれる。

坂本佳鶴恵 4)が示した歴史区分に現われている通り，

この新しい女性誌はそれ以前の雑誌よりも，格段に広告

との関わりが増えたとされてきた。たとえば川井良介

は， A4変型判へと大判化したことの背景に広告媒体価

値が寓く評価されていたことを挙げている九

また， /J、出鐸男は 1966年創刊の I平凡パンチJ(平凡

出版)が若年層の読者を獲得して 60万部を超え若者向

けの広告媒体としての価値を注目されたことを受けて，
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『剖・剖』が創刊され，タイアップ広告を出版界に先駆

けて行ったと，雑誌と広告との関係の変化を説明してい

る九小出は，その背景に「女性マーケットの拡大，変

質という外部環境にあったことは容易に想像がっこう」

と述べているがη. 上野千鶴子も「芸能スキャンダルを

放逐したファッション女性誌とは，モノによって自分を

表現することにしか関心のなくなったミーイズム{私生

活主義)の読者大衆を対象に，消費社会の幕あきを宣し

たのであったJ8) と同様の見解を示している。他にも，

「情報化/消費化社会への転換」が背景にあると指摘す

るもの@などa 表現の違いはあれ，消費社会の進展や

それに伴う広告のあり方の変容が女性雑誌に歴史的変化

をもたらしたという理解は共有されてきたと云ってよい

だろう。

しかし，雑誌広告研究においては「戦後の雑誌界およ

び雑誌広告界の盛況は，昭和三十年代前半『週刊新潮』

発刊を契機とする週刊誌プームに負うところが大きい」

と主張するものもある問。そして，興味深いのは.雑

誌広告界の盛況の始まりを 50年代半ばからと述べる島

守光雄が「雑誌の発達理由」として挙げているものが

「女性読者の開拓」や「消費水準の高成長J，r情報化社
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会の進展」など.70年頃を画期とみる立場の研究と共

通している点である loo

一方，女性雑誌研究においては. 1若い女性」という

読者が昭和30年代に「発見」されたことを指摘した研

究 12)や 17アツション系女性雑誌」の特徴として挙げ

られていたものが.1960年前後の I装苑』にすでにみ

られることを明らかにした研究瑚など. 1970年以前に

変化の起点、があることを示す研究がふえている。

さらに.雑誌広告のあり方に関して。島守が画期とす

る「週刊新潮』が創刊される前の 1954年の時点で. 1日

本の雑誌広告というものが，雑誌自体の持つ一つの制度

に限定されているのはさけられない事実」であり.1日本

の雑誌をつくりあげている資料・印刷技術等の枠にはめ

られて，広告表現の手法・技術もこれに去右されるのは

当然」であるからこそ. 1そうした条件を土台にしたレ

イアウト・デザインの行き方も制約されるのは止むを得

まい」というネガテイブな現状認識が不されていた 160

1954年時点でのこの西郷の認識を念頭に置くのであれ

ば，広告媒体としての価値が週刊誌プ]ムによって上

がったという説明は仮に妥当なものであったとしても不

十分であり，用紙や印刷，レイアウトなどの「雑誌自体

の持つ制度」が変化したことにより.媒体価値が上がっ

たと考えることの方がより説得的なのではないだろうか。

そこで，本稿ではこれらの研究を踏まえ.50年代半

ば以降に雑誌と広告の関係がいかに変化したのかを，

f装苑』における広告の誌面上での位置づけの変容を検

討することで明らかにしていく。

『装苑』を分析対象としたのは，次のブーつの理由から

である。第一に，先行研究において，雑誌と広告に関す

る議論が，判裂の拡大国や I皿・田ヰのタイアップ広

告 16)など女性を読者とする雑誌を対象に行われており，

f装苑』も主な読者が女性であることから，知見の比較

が可能である。という点が挙げられる。第二にa より積

極的な理由として，掲載されている広告のあり方につい

て読者・編集部・広告主の三者による議論が「アドの広

場」という連載企画においてなされており，雑誌広告の

変化を明らかにする史料として適している，と考えられ

るからである。

以下、第l節では 50年代前半に広告が読者からジャ

マな存在として見なされており (1節 1項)、そのよう

な反応に対する対応として広告主とのタイアップ (1節

2項)や印刷製本上の制約を利用した工夫がなされてい

たことをみていく (1節3項)。第2節では 50年代後半
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には誌面の特徴に広告をあわせることで広告が載りやす

い誌面構成が模索きれ (2節2項).写真やそのレイア

ウトによってその実現をはかろうとされていたこと (2

節3-5項)を見ていく。

11. 50年代前半の『襲苑』における広告

1 1異物Jとしての広告

本項ではまず，装苑の読者に誌面上の広告がどのよう

に評価されていたかを確認したい。 1946年7月に復刊

した『装苑jでは 1950年3月に「読者投稿欄Jが設け

られ.読者からは広告についての意見も寄せられていた

が，その多くは否定的なものであった。

たとえば. 1広告が多すぎます。(中略)表紙を開けた

ら第一頁に胸のすくようなデザインのドレスがあったら

どんなに素敵でしょう。J(1読者投稿Jr装苑j1951年7

月号)や. 1立派なモ}ド写真が大きな広告に押しまか

されている頁を月に一度は見うけますので，広告の入れ

方にはもう少し注意してほしいJ(1読者投稿Jr装苑1

1951年8月号)などであり，主役であるはずの記事や

デザインを広告がジャマしているというものだった。ま

た，翌年には「優良商品のみ広告してくださいJ(1読者

投稿Ji装苑j1952年6月号)と広告の商品としての質

への批判もなされていた。

このように 50年代初めの広告は，①誌面ヒでの過剰

な存在感.②広告の商品としての不適切さというこつの

点で.読者からの批判を受けていた。復刊直後には「経

費を軽減する為の広告掲載は余程読者の為になるものは

別として出来丈之を避け，少しの誌面でも読者の為にな

る様にJ(1編集後記J[装苑J1鈍6年 11月号)と所信

を述べていたが，読者の批判には「ご意見ごもっともで

す。(中略)しかし『装苑』を現在の定価で売るにはど

うしても広骨収入に頼らなければならないのですJ(1読

者投稿Jr装苑j195]年7月号)と弁明したり. 1新し

い繊維を知るのも広告からであり. (中略)I広告も記事

の一つ』のつもりで読んでいただきたいJ([装苑j1952 

年6月号「読者投稿J)などと理解を求めるにとどまっ

ている。

①誌面上での過剰な存在感と②広告の商品としての不

適切さという点から批判されていた広告であるが，その

後，議論の焦点は徐々に①へと集中していく。これに対

して，編集部はごつの方向から問題への対処を試みてい

甘ん。



2 1記事風広告」とコンクール
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図 1r装苑.11952年 10月号

そのひとつは，タイアップという手法であった。 1952

年 10月号には. 11.500円以内でできるドレス」という

記事が掲載されている(図 1)。このドレスは化繊を用

いたものであるが，この見聞き右頁の裏には「化学繊維

のデザイン」とタイトルが付けられた新光レイヨンの色

刷広告が2体のデザインとともに掲載されている。目次

には「化学繊維のデザイン」のタイトルがないことから

この頁のみ広告であることがわかるが，見聞き記事中に

「生地新光レーヨン株式会社」と記載されており，こ

の広告が意図的に記事と関連付けられた「記事風広告J17) 

であることは容易に理解できる。

化繊メーカーの広告は毎号載っていたが，その後は

「記事風広告」だけではなく メーカー主催のコンクー

ルが繰り返し誌上で開催された。たとえば. 1953年9

月号から始まった三菱レイヨンによる「新光デザインコ

ンクール」では，同社指定の生地を使ったデザインが集

められ，入選作品は誌上で発表された。この企画は，以

降1年間続き「入選作品Jが掲載され続けるが，目次に

これに関する見出しが載ったのは初回の 9月号だけであ

り，以降は読者を巻き込んだ「広告」として誌面上に収

まることとなった。

しかし「広告jであることは編集部が関与していな

いことを意味しないという点に注意する必要がある。応

募作品の送付先は「装苑編集部新光デザイン係」とさ

れ，さらに審査員には中原淳ーや野口益栄，桑沢洋子な

ど『装苑』に頻繁に登場していたデザイナーが名を連ね

ていることから，編集部が関わっていたことが伺える。

3 1浄化」される広告

広告の過剰な存在感という問題に対処するもう一つの

試みは，雑誌の製本上の特徴を活かすことで記事と広告

をつなげるものであった。

ここでまず，確認しておく必要があるのは，誌面上で

広告が過度に目立ってしまう原因には，当時の雑誌の印

刷・製本上の特徴が深くかかわっていたという点である。

『装苑』に限らず， 日本でこの当時の発刊されていた雑

誌の特徴に，複数種の用紙の使用と凸版・平版・凹版を

使い分ける「三版式Jの採用を挙げることができる 18)19)。

この「三版式」には目的に合わせて視覚的な効果を調整

できるという利点がある一方で，誌面全体に統一感を欠

き，色刷頁が目立つてしまうという欠点があった。

そして，広告が掲載される表紙裏の「表2Jや「大

裏J.1はさみ込み広告」などの頁には，視覚的な効果の

より高い色刷頁が充てられていた。特に，多色オフセッ

ト印刷の広告は用紙の影響から 頁を繰るという連続し

た動きの中では，視覚的にも触覚的にも際立つものであ

るため，先述したような読者からの批判 (1読者投稿J

『装苑.11951年7月号)が向けられることとなっていた。

つまり. 50年代前半において，視覚的効果のより高

い用紙と印刷様式が提供される広告頁が目立つてしまう

のは. r装苑』に限らず. 1三版式Jを採用するグラフ雑

誌や婦人雑誌にも共通するものであった。読者の批判が

広告の過剰な存在感に集中したことは，当時の雑誌づく

りの状況を踏まえれば，当然と云えよう。

そして，西郷が用紙・印刷・レイアウトなどに言及し

ながら問題化していたものもこの点であった 20)。新聞

と比べて雑誌は読まれる時聞が長いため，雑誌広告は

じっくり読まれているという認識が広告制作者達に共有

されていたが 21) 当時の雑誌広告制作の実践において

重視されたのは「ページを繰っていく視線をつかまえ

る」ことであり 22) 1新聞のそれと相違があるわけではJ
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ないとして雑誌の特性に合わせた広告づくりはなされて

おらずお)存在の過剰さが一層際立つてしまっていた。

「三版式」という雑誌づくりの問題点を指摘した橘は，

書籍や雑誌のレイアウトに関する技法書のなかで「雑誌

は表紙と裏表紙以外はすべて聞いて見るから 2ページ見

聞きが単位」であり剖 11ページもの以外はすべて見

聞き，つまり偶数ページから読み始めるようにすること

が定石である。 2ページものを見聞きにせず，奇数と偶

数に分けるなどということは決してしてはならない」お)

仁写真などが多いいわゆる「見る雑誌」のレイアウト

の基本的な考え方を示している。

そして，見聞き右頁が広告，その後左頁から計9頁の

記事というレイアウトを例に. 1こういう見聞きを作つ

ては広告のみ目立ち，左，キ数から始まる 9ページもの

という大物の見出しが生きない。(中略)この場合は見

聞きから始めて 9ページを終え つぎに広告を載せると

見出しも生きるし広告もキ数に入り，スポンサーに喜ば

れる」と批判をくわえているお)。

1954年、山名丈夫は. 1原則的に新聞広告のようには

他の広告とは争わない」という特徴が雑誌広告にはある

と述べている 27)。新聞では複数の記事が一つの面に配

置されているため，広告には紙面上の記事を読みながら

複雑な導線を描く「読者の眼をとらえることjが求めら

れ，他の広告だけでなく記事とも争わなければならない。

一方，頁を繰りながら順番に読み進めていく雑誌の中

の広告にはこのような役割は必ずしも求められない。雑

誌広告で焦点化されるのは対となる頁との関係である。

それゆえ，前述のような批判 (1読者投稿Jr装苑.11951 

年8月号)が読者からょせられることとなっていた。

読む単位は見聞きであるが，雑誌を物質的に構成する

最小単位は裏表に印刷された一枚の用紙である。そのた

め，色刷のはさみ込み広告が挿入された場合，見聞きの

どちらかが広告になってしまうことは避けられない。つ

まり. 1三版式」を採用する雑誌では，見聞きで異なる

用紙や印刷方式が並ぶことは珍しいことではなく，視覚

的な断絶は雑誌製本上の制約により発生するとさえ云い

うるものであった。

「一頁ごとに広告がはさまれていて，折角の美しい写

真など目にも入らないJ(1読者投稿Jr装苑.11953年 10

月号)という印象は，製本上避けることのできないこの

視覚的な断絶が雑誌を読む際の単位である見聞きに現わ

れてしまうことによってもたらされていたのだ。

この製本上の制約によって発生する視覚的な断絶に起
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図2 『装苑.1 1952年 8月号

因する広告の過剰な存在感を和らげるためにとられた試

みは，制約を特徴として利用するものであった。

前述の通り，異なる用紙・印刷形式の頁が見聞きとし

て並ぶことは避けられないため，そのような箇所に広告

を挿入することで，製本上の問題の解決が試みられてい

た。たとえば. 1952年8月号(図 2)では4頁の色刷頁

が挿入されているが，見聞き部分に記事が充てられてい

る。色刷などの視覚的効果の高い頁が広告に充てられる
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図3 『装苑.11952年 11月号

ことは，編集上は避けられないことであり，このように

連続する色刷頁の一部を見聞きの記事として利用すると

いう試みは発想の転換と云えるだろう。この他にも，

1952年 11月号(図 3)では，印刷と用紙が変わる境目

の見聞きを共に広告頁とすることで，視覚的な断絶が繋

がれている。このように， 50年代前半の『装苑』にお

いては，頁を繰るなかで出会わざるをえない用紙や印刷

の変わり目に広告をおくことによって，広告の過剰な存

在感をおさえようと試みられていた。

1953年以降，増頁とともに，色刷頁やグラビア頁が

増えていくお)。それに伴い 「締麗なグラピアを眺めた

り軽い随筆を読むのはとってもたのしみです。印刷の美

しいのは特に広告で，近影が鮮明なのは装苑全体をとて

も美しくしていますJ(1読者投稿Jr装苑.11954年3月

号)といった感想もだされるようになり， 1955年 10月

号の編集後記では，以前は「広告についての批判がかな

りあったjが， 1読者の声を広告主各位にもお伝えして，

広告面を徐々に浄化し いまでは他誌に見られぬほど美

しい広告が集まり，色彩やデザインの勉強になるという

読者」が出るほどまでになった と広告の浄化に成功し

たことが宣言されている (1編集後記Jr装苑.11955年

10月号)。

m.50年代後半の『装苑』における広告

1 くすぶる不満への対応する一一「アドの広場」

しかし編集部がこのような自負を示す一方で， 50 

年代前半の読者からの広告への苦言に言及しつつ，化繊

メーカーの広告が化粧品や製薬会社の広告と比べて優美

さや個性に欠けていると奮起を促す投稿 (1読者投稿」

『装苑.11956年6月号)や「両面が広告になっている頁

が本文の聞にひょっこり挟んであったりすると，前後の

頁を見るのに邪魔になりますので破いて捨てていまし

た。広告は読者にとっても必要なので，見やすいように

ご一考を」など (1読者投稿Jr装苑.11957年5月号)， 

誌面上の広告に対する批判がなくなったわけではなかっ

た。ただし，読者が広告をただ忌避していたわけではな

く，商品情報としては必要としていた， という点は強調

する必要があるだろう。

このようにくすぶり続ける広告の問題に対処するべ

く， 1958年 1月号から「読者の皆様と広告主(スポン

サー)の方方の意見を交換する頁Jとして連載企画「ア

ドの広場」が開始された。「誇大な， どぎつい瞬間的な

広告はおよそ現代のセンスに程遠いとさえいわれていま

す。そういう意味からも 広告をつくる側のスポンサー

の意見と同時に，これを見る側の読者の皆さんの意見も

充分に尊重され，研究されなければなりませんJと，企

画の主旨が冒頭で説明されている (1アドの広場Jr装
苑.11958年 1月号)。

同号では，広告(商品)と記事の関係に関する二つの

異なる読者投稿が紹介されている。一つは記事の中に商

品情報を組み込むことを求めるもので， 1記事はひじよ
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うによいのですがいざこれを買う段になるととても困り

ます。どこどこの品物はこの点がいい， とか，悪いと

はっきり」示してほしいという意見であった (1アドの

広場Jr装苑.11958年 1月号)。これに対して，編集部

はこの意見を「タイアップjの要請として位置付けたう

えで「メーカーに特集記事に参加してもらうことは，考

えないではありませんが，なかなかむずかしいところで

す。記事が広告化することを私たちは神経質なまでに警

戒しているものですから。でも(中略)自画自賛でない

メーカーの積極的参加は大いに歓迎する」と返答し

(1アドの広場Jr装苑.11958年1月号)， 1記事の広告化」

への拒否を示している。

二つ目は，広告に編集の手を加えることを要請する意

見であり，東洋レーヨンなどの広告を挙げながら「広告

の頁にも何体かデザインがのったらどんなにいいでしょ

う。(中略)装苑を買うのは，一体でもよけい新しいい

いデザインを見たいためです。特に広告の場合は，その

布地とデザインの関係がわかって大へん有益です」と広

告頁に洋服のデザインを載せることを求めている (1ア

ドの広場Jr装苑.11958年 1月号)。

同号ではこの意見に対する返答は示されていないが，

「誇大な， どぎつい瞬間的な広告」とは異なる広告を模

索する編集部と広告に編集の手を加えることを求める読

者の要請が重なるものであったことが， 2月号「編集後

記Jで確認できる。

「現在，雑誌編集者の聞では『広告は記事なり』 とい

う考え方があります。在来編集者は第×頁をあけておい

てそこへどんな広告がのるかもお構いなしに編集したも

のですが，いまではその広告も一つの記事として編集す

る考え方に変わってきましたjというものである(中

略)。不良商品はどんなに広告料をだしてものせないし，

また商品は良くても誌面の効果をはなはだしく害するよ

うな広告も拒否します。むしろ積極的に，この頁には，

このような図案のものをどういう商品で出したいという

ことを広告業者へ申し出る場合が多くなりました。いま

本誌へ掲載されている広告は みんなこの条件を充たし

ているものですJ(1編集後記Jr装苑.11958年2月号)

「広告は記事」であると宣言され， 1不良広告」だけで

なく， 1誌面の効果」を乱すような広告を拒否し， 1この

ような図案のものをJと提案している，という現状が説

明されている。

当時編集長であった今井田勲は「どの広告をどこに入

れるかは，編集長の権限」であり 29) 広告掲載の必要
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性は認めつつ「編集方針に合った広告， (中略)誌面に

マッチしたデザインという条件が まず前提であるJ30) 

と，雑誌と広告のあるべき関係性を繰り返し主張してい

ることから，この主張に沿った編集方針がとられていた

と考えられる。

2 広告を飼い馴らす一一誌面を補完する広告

l節2項で詳述したように， 50年代前半になされてい

たのは個々の記事と隣接する広告を接続する試みであっ

た。

図4 r装苑.1 1958年 6月号

一方， 50年代後半は，記事や雑誌全体の特徴に広告

を近づけるという形で進んでいく。例として， 1958年6

月号の巻頭の見聞き(図 4) を見てみよう。右頁の「表

2Jには女性が生地を抱えるカラー写真を使った東レの

広告がおかれ，左頁には「ライラックの咲く頃Jと題さ

れたモノクロ写真が掲載されている。カラーとモノクロ

という違いはあるが，柄や質感が酷似していることは一

見して明らかである。この見聞きが意図的にレイアウト

されたものであることは，同号の「アドの広場」への読

者投稿とそれに対する回答から推察できる。

14月号うら表紙の東洋レーヨンの広告にのっている

デザインはとてもすてきでした。編集の人たちには大変

悪口になりますが， 4月号のデザインの中でこの広告の

スーツがいちばんいいような気がします。ただ私はこれ

を作ろうとしてとうとう作れませんでした。そのとき

“ああ製図があったらなあ"とつくづく思いました。広

告の頁に製図なんておそらく私のような無知な人間の考

えることかもしれませんが，あまり残念でしたので，う

らめしいままお手紙をさしあげた次第です。

東洋レーヨンの宣伝部の方も編集の方とよくお話し



あって，こういう私のような読者のためにも便をはかっ

ていただけたらと思い，お願いする次第です。J(1アド

の広場Jr装苑j1958年6月号)

これに対して，東レの宣伝部からは「編集部の方にも

お願いして何か新しい方法で ご便宜をおはかりしたい

と考えておりますからしばらくお待ち下さい」という返

答がなされている。

『装苑』に限らず，婦人雑誌の服飾関連記事を読む当

時の読者には，掲載された服を自ら作る読者が多く存在

していた。他にも広告頁に編集の手を加えるよう要求し

ていた前述の読者 (1アドの広場Jr装苑j1958年 1月

号)，化繊や毛糸の広告を布地見本として利用できるよ

うに印刷の質を上げることを望む読者 (1アドの広場」

『装苑j1958年4月号)など広告頁を記事と同じよう

に読む読者は少なくなかった。 50年代の『装苑』はこ

れら「作る読者」からの要請に応える形でその内容を変

化させていたが 31) 図4は「布地見本と完成品Jであ

るかのように見聞きに配置したものであり，読者の要請

への対応という形でおこなわれた変化が誌面の内容のみ

ならず広告頁にまで及んで、いたことが伺える。 1958年2

月号で示された「この頁には このような図案のものを

図 5 r装苑.11958年 6月号

どういう商品で出したい」という方針は，このように，

広告によって記事を補完させるという見聞きのレイアウ

トの工夫によって実践されていたのである。

誌面上の広告が補完するのは 記事だけではない。た

とえば， 1958年2月号からは「三菱シリーズ「今月の

表紙の女性JJという広告が掲載されている。この広告

はその名の通り表紙と同じモデルを使った化繊の広告で

あるが， 1958年6月号(図 5)では小物として使われて

いる花までが同じものであり 表紙という雑誌の顔を再

利用することで，広告を誌面の特徴に沿わせようとして

いたことがわかる。

広告を誌面の特徴に近づけようというとする例は，化

繊広告など服作りに関わるものだけではない。たとえ

ば， 1959年 1月号「オフネックと Vネックのセーター」

(74-78) (図6)では，偶数(右)頁から始まる 5頁の記

I.~ .. ，_匂9
~;::; .u}ji 

図 6 r装苑.1 1959年 1月号
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事であるが，最終見聞きでは奇数頁に iV-neckのVは

Vic出rのvJという文案が記されたピクタ」の広告が

挿入されている。レコ}ド盤やレコードジャケットは記

事中の写真の中でも小道具として利用されており。見聞

きの中で記事頁と広告頁は断絶することなく視覚的なつ

ながりを読者に与えている。これに対しては「同じ広普

でもこういうちょっと考えたものの広告をふやしていた

だきたい」と読者からも好評を得ていた (i読者投稿」

『装苑J195吉年 2月号)。

このように，誌面上の広告は雑誌の主役である表紙や

記事の特徴を引き継ぎながら関連付けられるようになっ

ていったが，両者をつないでいたものは写真であった。

次項では，表紙や記事内の写真と広告写真がどのように

接近していたかを確認したい。

3 写真がつなぐ記事と広告一一ファッション写真と広

告写真

前項で確認した.誌面の特徴への広告の従属を可能に

した要因の----つに，掲載された写真の変化があった。こ

の変化は記事などの7アッション写真と広告写真の双方

に及んでいた。

『装苑』に限らず当時の婦人雑誌の服飾関連記事は，

洋服を作るために読まれていたため， i衣装のデザイン

なり a 制作上の細部の工夫なりを写真で説明する(中

略)ことが，第一義的な目的」として撮られた写真が載

せられていた却。

『装苑』においてこの傾向が大きく変わり始めるのが

58年頃であった。当時，ソフト 7オ]カスキハイキ]

などを用いた写真など服の細部が確認しづらいものが増

え，読者からは批判も相次いでいた (i読者投稿J[装

苑j1958年2月号， 3月号， 5月号など)。これに対し

て，編集部は 1958年5月号で「ファッション写真は変

わりつつある 2つの目的に合わせて，それぞれ違っ

た道をゆく」という 5頁にわたる特集記事を組み，読者

投稿に直接言及しながら，次のように。これらの批判を

一蹴した。

日本の雑誌は「服を作るということを条件に編集され

ているJため，服の詳細がはっきりと分かる「パターン

的7アツション写真」が必要とされてきたが， i写真の

世界」では「写真の中におけるムードとムープマン(動

作)J が新たに要求されるようになってきたため，

7アッション写真もこの動きを受けて， iパターン的

ファッション写真」の他に「ム}ド的ファッション写

甜 l加問問問醐大時間開

真Jが広がりの兆しを見せつつあるという。そして，

「ファッションのデイテ-)レも大事にはちがいないが，

それよりも重要なのは，その服が全体としてどんな感じ

をもっているか，ではなかろうか」あるいは「すべての

服にいちいち縫い目の線がどこにあるかがわからなけれ

ばならないとは限らない」といった主張が写真家からな

されていることを好意的に紹介しながら， i写真なら写

真から必ずコレコレのものを得たという確信がなければ

満足しない」態度こそが「ムード的ファッション写真」

が広がる妨げになっていると「パタ]ン的ファッション

写真」を求める読者に対する痛烈な批判でこの記事を終

わらせている。

わずか4年前， r装苑J1954年 11月号に掲載された

秋山庄太郎や伊奈信男らとの対談「モ-1'写真につい

て」では，これらごつの「ファッション写真」を昇華し

たような写真を編集部は要求しており， iム}ド的ファ

ッシヨン写真」を許容する姿勢は一切なかった。読者の

批判を真正面から一蹴する 4年後のとの宣言は転向とさ

え云えるものであり，読者からの反批判はその後も続く

ことになるが，編集部が方針を変えることはなかった。

その代わりになされたのが，図4のように広告写真を

挿入する位置を工夫して「布地見本と完成品Jと読者に

錯覚させるようなレイアウトにすることであり，これに

よって読者からの批判と自らの方針のすり合わせを行っ

ていた。

日本広告写真家協会が58年に設立されたことからも

明らかなように，この時，広告写真は大きな変化の時期

を迎えており， r装苑Jの誌面上の広告写真もこの影響

を受けていた。『装苑Jや婦人雑誌の広告を考える上で

重要なのは，広告制作会社の存在である。東レの広告を

作っていたライトパプリシティ，帝人の広告を担当して

いた ADセンターなどがその倒として挙げられる。

今泉武治は「組織的に。写真を商業デザインの一部と

して撮り白全体の効果を高めながら白最後の印刷まで一

貫してやる，いわば宣伝写真専門会社ができてきた」と

いう当時の状況を示しながら，その最古参であるライト

パプリシティでは「ア」ト・ディレクタ-写真家，デ

ザイナ-文集家が常に一組となって，広告主の意図を

きいた上で，ポイントをきめ，何度も議論を重ねなが

ら，広告写真」がつくられ，その特徴は「見る人を情緒

の中にひき入れてもっと深いところから動かそうとす

る，いわば「ムード・アピーJレ』とでもいうものだ」と

説明している却。



1951年の設立当初から在籍していた村越棄は同社の

目指していたものが「写真を中心としたデザインJであ

り，名取洋之助の影響を受けながら「あらかじめデザイ

ンを決めたうえで，そのラ7案に従ってシャッターを切

るというようなスタイル」は斬新であったのではないか

と回想している甜。

名取洋之助は「商業写真の成功のカギはスポンサーの

意図を理解t__，広告の対象となる人たちの即応を予想し

て，それに適した写真技術と他の技術。 レイアウトキ広

告文案などをどう組合わすかにかかっている」と同社の

制作した広告を例示しながら述べている制。

ライトパプリシティに代表されるような，当時の広告

制作会社の存在が重要であるのは，彼らの作った広告が

誌面上に載っていたからではない。一重要であるのは，第

一に，広告を撮っていたカメラマンが『装苑Jなどの雑

誌でファッション写真も撮っていた，という点にある。

当時，広告写真とファッション写真は商業写真というよ

り大きなカテゴリーに含まれるものとされており，編集

部古市t述のように「ム}ド的ファッション写真Jの掲載

を進めようとした背景には， iムード・アピール」とい

う広告写真の新しいかたちの模索があったのである。も

ちろん，繊維の広告写真では「生地そのものの性質な

り，特徴を生かす作品の場合」と「その生地を使ってデ

ザインしたシルエットによって。繊維そのものを表現す

る場合とがある」と説明されているように掛'広告写

真においてもその生地のディテ-}レを表現することが軽

んじられていたわけではない。

端的に云えば、撮影するカメラマンが重なることで、

掲載されている広告の写真と記事中の7アッション写真

との明確な差異が徐々に消えていくことになったのであ

る。図4がそのもっとも明快な例である。東レの広告を

作っていたのがライトパプワシティであることはすでに

述べたが，左頁の写真を撮影したのは，同社出身の杵島

隆であった。この見聞きでは，右頁の女性の抱える生地

の弛みによりこの素材の質感が表現され，左頁の写真で

は「ライラックの咲く頃」という季節感が花柄のワン

ピ」スと共にソフト 7オ」カスによって示されているc

広告に対しては「ナイロン服地の感じがとてもよくで

てJいる Ciアドの広場Jr装苑J58年7月号)と，左

真に対しては「カメラ雑誌みたいですね」と読者からも

好評であった。

カメラマンが共通していたことに加え。より重要であ

るのは白村越が「写真中心としたデザイン」と述べた広

告制作の方法が写真を用いた雑誌編集の方法と親和的で

あったという点である。次項では， 1958年以降明確に

示されるレイアウトへの注目という『装苑jの方針が，

広告制作などのグラ7イツクデザインとどのように関連

していたかを検討する。

4 レイアウトという視点

前述のとおり， 1958年以降の『裟苑』では，広告が

挿入される位置が問題化されていたが.誌面全体のレイ

アウトにも焦点があてられていた。たとえば， 1958年1

月号から「編集取材はもとより，印刷にも構成(レイア

ウト)にも一倍意を用いましたJCi編集後記Jr装苑1
1958年2月号)， i最近の雑誌界の傾向として，雑誌の

大型化，読む雑誌から見る雑誌へ，ということが言われ

ています。(中略)。新年号から，印刷や構成(レイアウ

ト}を刷新し，企画においても，デザイン特集や新しい

繊維を採りあげてきましたJCi編集後記Jr装苑J1958 

年3月号)と，編集企画や記事のみならず，印刷jや構成

(レイアウト)にも注力していることを強調していた。

レイアウトについては，広告制作者逮による様々な議

論や実践が戦前からなされてきたが，その多くはポス

ターや新聞広告など平面上のレイアウトに関するもので

あった。山名文夫は，新聞広告と雑誌広告の特性の違い

を認識しつつも。雑誌広告の「レイアウトの基本的な考

え方lえ新聞のそれと相違があるわけではない」聞と

述べているように，レイアウトを平面上の構成と捉える

との傾向は 50年代まで続いていた。

その一方で，平面のなかの要素を構成することにとど

まらず.平面が連続する冊子体という構造にまでレイア

ウトの対象を広げようとする動きも見られた。たとえ

ば.亀倉雄策はレイアウトを「紙面(画面)を写真・文

字・絵・記号などで，第三者にわかりやすく組立ててみ

せる技術」であると簡単な説明を示しつつ。「ポスタ-J

や「新聞広告や雑誌広告」よりも「数頁に渡って連絡し

て流れの効果」を出さなくてはならない「グラフ雑誌」

こそが「レイアウトの重要な「場JJとなると述べてい

る割。映画製作になぞらえながら「レイアウトは構図

ではなく一種の構造であるJと主張する亀倉が割， i日

本で一番レイアウトの必要に迫られる」職業として挙げ

ていたのが「編集者」であり， iこの人達が最初に悩ま

されるのが組写実のレイアウト」だと指摘している制。

広告制作において，この組写真という主に名取洋之助

が提唱していた方法叫を援用していたのが，前述のラ

文岬日加問醐大輔師向 l剖



イトパプリシティであったが. r装苑』における「この

頁には，このような図案のものを」という広告が挿入さ

れる位置への焦点化は，誌面全体の「構成(レイアウ

ト)Jに関心が向けられる中で，亀倉が云うように「数

頁に渡って連絡」する「流れの効果」を明確に意識した

からこそなされたものであった。

この時期，読者からは「全体の構成や頁のレイアウト

がいつも垢ぬけして」いるという賛辞 (1読者投稿Jr装
苑.11958年 11月号)や「レイアウトに重点をおいてこ

そ雰囲気が出るのじゃないでしょうか」と写真の扱いへ

の苦言 (1読者投稿Jr装苑.11958年7月号)などが寄

せられており，評価や是非は分かれているが，複数の頁

聞の関係性，特に写真と写真との関係性への焦点化は編

集部の説明のみならず読者の読み方からも確認できる。

5 工ディ卜リアルデザインによって統合される記事と

広告

この連続する頁を構造化するレイアウトへの関心が，

広告と結びつきながら誌面全体へと展開したのが 1959
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図7 r装苑j1959年 10月号

32 文化学園大学・文化学園大学短期大学部記要第48集

年10月号である。

「ちょっと裏表紙をごらんください。これは広告で

しょうか。表紙でしょうか。 SOENと題字が入っている

から，表紙のようでもあり，東洋レーヨンとあるので，

広告のようでもあります。実はこれはスポンサー付きの

表紙なのです。外国雑誌のように左から開けて見れば，

左からも見れるように編集されているので，どうしても

この裏表紙は表紙の感じをもたせたかったのです。それ

には，服飾のデザインをのせるほか方法はありません。

幸いに東洋レーヨンの並並ならぬご好意を得てこれが字

具現いたしました。装苑には 入り口が二つできたので

す。正面玄関と裏玄関一一どうぞお好きなところからお

聞きください。J(1編集後記Jr装苑.11959年 10月号)

リニューアル後の『装苑』で注目すべきは，ライトパ

プリシティが広告を制作していた東レの「スポンサー付

きの表紙J(図 7) だけではない。同号の記事「格子の

ある風景J(93・100) (図 8)では撮影とレイアウトをラ

イトパブリシティが担当している。記事は 100頁で終

わっているが，記事と広告が並ぶ最後の見聞きでは、左

図8 r装苑j1959年 10月号



頁の広告に記事と同じ「格子J柄の素材が使われてお

り，記事から広告へという「数頁に渡って連絡Jする

「流れの効果」により，広告は連続する記事の聞で目立

つことなく誌面になじんでいる。

リニューアJレに伴って新たに導入されたものに「毎月

のテーマカラー」があった。 10月号では茶色が選iまれ

ていたが。これは「表紙から a 口絵に至るまで茶の感じ

を盛以使用した紙も特に茶系統の色に撞いてもらいま

したJCi編集後記Jr装苑j1959年 10月号)という徹

底ぷりであった。さらに同号では，製図が全て付録へと

移されており，本誌の誌面上からは姿を消している叫。

これらの変化からは，誌面全体に統一感をもたせようと

していたことが確認できる。

製図が消え，さらに，全体に及ぶテーマカラーが設け

られたことで統一感の生まれた誌面において，広告は，

「スポンサー付きの(裏)表紙」として編集の手が加え

られ，また白レイアウトによって記事との視覚的断絶が

埋められることで. i'装苑』という全体を構成する部分

としての位置が与えられている。

「広告は記事なり」という考えのもと. iこの頁には，

このような図案のものをどういう商品で出したい」とい

う前年に明確化された方針は，こうして。統一感のある

誌面に広告を記事と組みあわせてレイアウトしていくこ

とで，実現されたのである。

lV.おわりに

この『装苑』の愛化，過剰な存在感をもっていた広告

をいかに違和感なく誌面全体の中に埋め込んでいくかと

いう試行錯誤とその結果からは，消費社会化の進展がタ

イアップ広告を推進したという説明が一面的なものであ

ることが確認できる。

そして，これは. r装苑』においてのみ確認できるも

のではない。たとえば。よく知られているように。帝人

の広告をつくっていた ADセJ タ}は. r週刊平凡j(平

凡出版)に「ウイ」クリ」ファッシヨン」という企画記

事を 59年の創刊から連載しており，堀内誠----がその

ア」トディレクタ」を務めている岨。広告制作会社は

作成したものにはカタログやパンフレットなど冊子体の

広告媒体も含まれており叫， r装苑』の記事構成をライ

トパプリシティが担当していたことを併せて考えても，

この当時，エディトリアルデザインという誌面レイアウ

トの技術が雑誌製作や広告制作の試釘錯誤の結果として

広まっていったことは明らかである。堀内は自身のレイ

アウトの特徴を「組写真的，物語性，絵本的な時間の展

開Jとし. i細部にこだわらない代わり全体の形式が気

になります」と後に述べている岨。これは亀倉や村越

のレイアウト観と重なるものである。

『装苑』は 1958年1月号以降，付録にアートディレク

ターを採用しているが，同号の表紙のアートディレク

ターは堀内が担当していた。「ウイークリーファッショ

ン」やその後の『皿・田寸でカメラマンを務めた同社

の立木義浩は. r装苑j59年7月号にカメラマンとして

記されている。

このように，本稿において検討してきた『装苑Jの変

化は. 1"1時期の雑誌・広告編集の変化のなかでおきたと

考えることが出来る。『阻・置寸創刊はしばしば堀内の

天才的な功績であるかのように語られるこが，雑誌編集

におけるレイアウトへの控目やエデイトリアルデザイン

への関心は 50年代後半から徐々に広まって至ったもの

と考えることが出来る。

本稿では、『装苑』を対象に検討を行ってきたが、そ

れゆえ、雑誌と形態の類似するダイレクトメ-)レなど広

告としての冊子体については詳しく検討することが出来

なかった。 50年代後半においては、雑誌編集と広告制

作がエデイトリアルデザインという点で親和的であった

という本稿における知見に深めるべく、今後は、これに

ついての分析を進めていきたい。

また、印刷j形式や用紙の変化についても充分な検討を

行なうことが出来なかった。この点は課題とし、『アサ

ヒカメラ』などの写真雑誌と比較することで、「ファッ

シヨン写真Jを掲載する媒体の特性を明らかにするとい

う論点をたて、考察していきたい。
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